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今
月
の
一
言 

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
純
心
会
・
善
心
会 

親
睦
会
総
会 

○
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理 

 

当院では、正面玄関や病棟に「ふれあ

いの箱」というご意見箱を設置してお

りますので、当院に対するご意見・ご

要望等ございましたらご遠慮なくお

聞かせください。 

令和 7 年 8 月診療予定表 

 

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け
聞
く
と
、
「
ワ
ク
チ
ン
と
か
要
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」と
思
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
問
題
と

な
る
の
が
生
後
間
も
な
い
乳
児
と
ご
高
齢
で
免
疫
が
落
ち
て

い
る
方
、
何
ら
か
の
呼
吸
器
疾
患
を
持
病
と
し
て
持
っ
て
い
る

方
で
、
時
々
重
症
化
し
て
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
発
症
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
薬
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
薬
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
自
体
に
効
果
が
あ
る

薬
は
開
発
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
ま
で
ワ
ク
チ
ン
が
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
昨
年
か
ら
小
児
用
と
成
人
用
の
２
種
類
の
ワ
ク

チ
ン
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
児
用
の
ワ
ク
チ
ン
は

妊
婦
さ
ん
が
接
種
し
て
抗
体
移
行
に
よ
り
生
ま
れ
て
く
る
子

供
の
乳
児
期
の
感
染
を
防
ぐ
、
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
す
。

（
関
心
が
あ
る
ご
妊
娠
中
の
方
は
産
婦
人
科
で
問
い
合
わ
せ

て
み
て
下
さ
い
。
）成
人
用
の
も
の
は
６
０
歳
以
上
の
方
か
、
５

０
歳
以
上
で
基
礎
疾
患
（呼
吸
器
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
）が

あ
る
方
が
適
応
と
な
り
ま
す
。
１
回
う
て
ば
２
〜
３
年
の
間
、

予
防
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ご
高
齢
の
方
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
に
う
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
肺
炎
の
発
症
率
が
減
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
問
題
と
な
る
の
は
や
は
り
価
格

で
、
任
意
接
種
で
は
な
い
の
で
全
額
自
己
負
担
で
３
万
円
近

く
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
も
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
様
に
公
費

負
担
が
出
る
様
に
な
れ
ば
良
い
の
で
す
が…

。 

値
段
が
高
い
の
で
積
極
的
に
お
す
す
め
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
当
院
で
も
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
ご
関
心
あ
る
方
は
是

非
ご
相
談
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
は
梅
雨
が
六
月
中
に
明
け
、
統
計
を

開
始
し
て
か
ら
最
も
早
く
、
そ
し
て
最
も
短
い

梅
雨
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
七

月
五
日
、
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
に
て
、
純
心
会
・
善

心
会
合
同
の
親
睦
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

トピックス 

※多田羅Ｄr. 月曜日は午前診のみ、水曜日の午後診は 16:00～17:00 となります。 

※皮膚科・形成外科は予約診療・訪問診療を行っています。 
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門 
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来 

消化器内科 前田隆史 前田純 呼吸器内科 前田隆史 西脇聖剛 

田井裕樹 山本隆太郎 呼吸器外科 佐尾山信夫 

消化器外科 隈元謙介 馮東萍 泌尿器科 多田羅潔 

 藤原潤一 四元拓宏 小児科 岩井朝幸 岩井艶子 

 長尾美奈 木下新作   

 

 

 

 

 

今
回
は
例
年
と
は
趣
向
が
異
な
り
、
老

健
大
会
の
予
演
会
を
実
施
せ
ず
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
賑
や
か
な
親
睦
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。 

８
月
で
す
。
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。 

さ
て
、
先
月
は
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
に
つ
い
て
書

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
つ
い
で
と
言
っ
て
は
な
ん
で
す
が
、
も
う

一
つ
、
最
近
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
し
て
、

今
月
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
ワ
ク
チ
ン
と
は
「Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
」の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
と
言
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
無
い
、

と
い
う
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
ぐ
ら
い
に
、
さ
だ

ま
さ
し
さ
ん
の
Ｃ
Ｍ
が
し
ば
ら
く
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ま

り
知
名
度
は
上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
が
最
初
に
発
見
さ
れ
た
の
は
１
９
５
６
年
と

の
こ
と
で
、
ま
あ
ま
あ
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス

で
、
ざ
っ
く
り
言
っ
て
し
ま
う
と
風
邪
の
症
状
を
引
き
起
こ
す

ウ
イ
ル
ス
の
一
つ
で
す
。
飛
沫
や
接
触
感
染
に
よ
り
感
染
し
、

咳
や
鼻
水
、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
勝
手
に
治
り
ま
す
。
だ
い
た
い
２
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
人
が
罹
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
生
涯
で
何
回
も
感

染
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
ま
で
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
、
そ
の

原
因
が
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
だ
っ
た
こ
と
が
何
度
か
は
あ
る
だ
ろ
う

と  

診療時間（午前：9:00～12:00 午後：15:00～18:00）   ※予告なく変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 小児科 

1 金 前田純   佐尾山 岩井 佐尾山   岩井 藤原 

2 土 穴田 隈元   岩井 馮/長尾     高橋 

3 日 休 診（日直 光井） 光井 

4 月 前田純 多田羅 西脇 岩井 前田純 西脇 岩井 竹﨑 

5 火 前田純 田井   岩井   田井 岩井 田井 

6 水 隈元 多田羅 佐尾山 岩井   多田羅 岩井 多田羅 

7 木 佐尾山 多田羅   岩井 佐尾山 木下 岩井 西 

8 金 前田純 多田羅 佐尾山 岩井 佐尾山   岩井 西垣 

9 土 前田純 長尾   岩井 馮/長尾     桑原 

10 日 休 診（日直 桑原） 木村 

11 月 当番医(内科：木村 ・小児科：岩井) 当番医(内科：木村 ・小児科：岩井) 米田 

12 火 前田純 田井   岩井   田井 岩井 田井 

13 水 隈元 多田羅 佐尾山 岩井   多田羅 岩井 多田羅 

14 木 佐尾山 多田羅   岩井 佐尾山 藤原 岩井 阪梨 

15 金 前田純 多田羅 佐尾山 岩井 佐尾山   岩井 四元 

16 土 前田純 隈元   岩井 四元     桑原 

17 日 休 診（日直 桑原） 杉峯 

18 月 前田純 多田羅 西脇 岩井 前田純 西脇 岩井 竹﨑 

19 火 前田純 田井   岩井   田井 岩井 田井 

20 水 隈元 多田羅 佐尾山 岩井   多田羅 岩井 多田羅 

21 木 佐尾山 多田羅   岩井 佐尾山 木下 岩井 杉峯 

22 金 前田純 多田羅 佐尾山 岩井 佐尾山   岩井 西垣 

23 土 前田純 隈元   岩井 馮/長尾     片岡 

24 日 休 診（日直 木村） 木村 

25 月 前田純 多田羅 西脇 岩井 前田純 西脇 岩井 竹﨑 

26 火 前田純 田井   岩井   田井 岩井 田井 

27 水 隈元 多田羅 佐尾山 岩井   多田羅 岩井 多田羅 

28 木 佐尾山 多田羅   岩井 佐尾山 藤原 岩井 杉峯 

29 金 前田純 多田羅 佐尾山 岩井 佐尾山   岩井 木下 

30 土 前田純 四元   岩井 馮/長尾     高橋 

31 日 休 診（日直 阪梨） 阪梨 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
脳
血
管
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
の
治
療
】 

脳
血
管
性
疾
患
の
原
因
と
な
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
、
喫
煙
、
肥
満
な
ど
の
リ
ス
ク
要
因
を
取

り
除
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

脳
梗
塞
の
所
見
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
血
栓
を
溶
か

す
薬
剤
を
投
与
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
薬
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
一
般
的
に
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
薬
へ
の
反
応

が
乏
し
い
で
す
。 

【
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
の
治
療
】 

基
本
的
に
は
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。
脳
室
腹
腔
シ
ャ

ン
ト
術
、
脳
室
心
房
シ
ャ
ン
ト
術
、
腰
部
く
も
膜
下
腔

腹
腔
シ
ャ
ン
ト
術
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

【
慢
性
硬
膜
下
血
腫
】 

基
本
的
に
は
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。
頭
部
に
何
か
所

か
穴
を
あ
け
て
血
腫
を
取
り
除
く
治
療
が
一
般
的
で

す
。
血
腫
が
小
さ
い
場
合
は
、
利
尿
剤
の
点
滴
に
よ
る

薬
物
療
法
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
以
外
の
神
経
変
性
疾
患
（
多
系
統
萎

縮
症
、
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性

症
）】 

根
本
治
療
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
運
動
機
能
を
向
上
さ
せ
た
り
、
薬
物

に
よ
る
対
症
療
法
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
様
症
状
に
対
し
て
は
、
抗
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
薬
が
有
効
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 パ

ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
の
基
本
的
な
症
状

は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
に
似
て
お
り
、
振

戦
、
動
作
緩
慢
、
手
足
の
こ
わ
ば
り
、
小
刻
み

歩
行
、
姿
勢
反
射
障
害
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
さ
れ
る
病
気
に

よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

【
薬
剤
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
】 

一
部
の
向
精
神
薬
や
胃
腸
薬
な
ど
の
副
作

用
と
し
て
現
れ
る
症
状
で
す
。 

体
内
の
ド
パ
ミ
ン
が
減
少
す
る
こ
と
で
起

こ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
同
様
に
、
薬
の
副
作

用
で
体
内
の
ド
パ
ミ
ン
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

ド
パ
ミ
ン
の
作
用
が
弱
ま
っ
た
り
す
る
こ
と

で
起
こ
り
、
動
作
が
遅
く
な
る
、
小
刻
み
歩
行

に
な
る
、
手
が
ふ
る
え
る
な
ど
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
と
よ
く
似
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

通
常
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
比
べ
て
進
行

が
速
い
、
突
進
現
象
が
少
な
い
、
左
右
差
が
少

な
い
、
姿
勢
時
・
動
作
時
振
戦
が
出
現
し
や
す

い
な
ど
の
特
徴
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
絶
対
的
な
指
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
脳
血
管
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
】 

脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
性
疾
患
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
様
症
状

で
す
。 

 
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
と
の
鑑
別
お
よ
び
原
因
疾
患
の
特
定
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
特
徴
的
な
安
静
時
振
戦
、
筋
強

剛
、
動
作
緩
慢
、
姿
勢
反
射
障
害
が
見
ら
れ
る
場
合
、

頭
部
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
像
し
て
脳
に
異
常
が
な
い

か
を
調
べ
ま
す
。 

脳
血
管
性
疾
患
や
神
経
変
性
疾
患
が
原
因
と
な
っ
て

い
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
検
査
で
異
常
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
法
で
あ
る
ド
パ
ミ

ン
補
充
療
法
を
行
っ
て
、
症
状
が
改
善
す
る
か
否
か
を

確
か
め
る
こ
と
も
有
効
で
す
。 

薬
剤
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

使
用
し
て
い
る
薬
剤
を
中
止
し
た
り
変
更
し
た
り
し
て

症
状
が
改
善
す
る
か
を
調
べ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
は 

治
療 

検
査 

症
状 

原
因 

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
検
査
に
よ
り
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
に
は
認
め
ら
れ
な
い
脳
血
管
性

疾
患
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
症
状
に
左
右
差
が

な
い
、
開
脚
で
す
り
足
歩
行
の
特
徴
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は
症
状
の
出
方

が
異
な
り
ま
す
。 

【
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
】 

頭
の
中
や
脊
髄
の
表
面
に
あ
る
髄
液
と
い

う
水
が
脳
室
と
呼
ば
れ
る
部
位
に
た
ま
り
、
周

り
の
脳
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。 

す
り
足
で
小
刻
み
に
歩
く
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
と
似
た
よ
う
な
症
状
を
示
し
ま
す
が
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
で
見
ら
れ
る
手
の
ふ
る
え
は
現

れ
ま
せ
ん
。 

【
慢
性
硬
膜
下
血
腫
】 

頭
部
に
外
傷
を
負
っ
て
１
～
２
か
月
経
っ

た
頃
に
頭
蓋
骨
の
下
の
硬
膜
と
脳
と
の
間
に

血
（
血
腫
）
が
た
ま
り
、
血
腫
が
脳
を
圧
迫
す

る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
る
病
気

で
す
。
頭
痛
、
歩
行
障
害
、
認
知
症
な
ど
が
現

れ
ま
す
。 

【
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
以
外
の
神
経
変
性
疾
患
】 

多
系
統
萎
縮
症
、
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大

脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
な
ど
、
脳
や
脊
髄
な
ど

の
神
経
変
性
疾
患
に
は
、
動
作
が
遅
く
な
る
、

手
足
が
こ
わ
ば
る
、
転
び
や
す
く
な
る
な
ど
の

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
似
た
症
状
を
示
す
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
は
、
振
戦
（
手
や

指
な
ど
が
小
刻
み
に
震
え
る
）
、
筋
強
剛
（
筋

肉
の
こ
わ
ば
り
）、
動
作
緩
慢
（
歩
行
や
起
立

な
ど
の
動
作
が
遅
く
な
り
、
時
間
が
か
か
る
）
、

姿
勢
反
射
障
害
（
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
保

て
ず
、
ふ
ら
つ
い
た
り
転
び
や
す
く
な
っ
た
り

す
る
）
と
い
っ
た
運
動
症
状
の
総
称
で
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
似
た
よ
う
な
症
状
が

現
れ
る
病
気
の
こ
と
を
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候

群
と
呼
び
ま
す
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
症
候
群
で
は
原
因
も
症
状
の
進
み

方
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。 

診
断
が
異
な
る
と
十
分
な
治
療
効
果
が
得

ら
れ
な
い
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
正
し
い
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
に
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
以
外
に
も
、
薬
剤
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ

ム
、
脳
血
管
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
、
特
発
性

正
常
圧
水
頭
症
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
神
経
変

性
疾
患
な
ど
の
病
気
が
含
ま
れ
ま
す
。 

な
お
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン 

症
候
群
の
特
徴
は
そ
れ
ぞ 

れ
の
病
気
に
よ
っ
て
異
な 

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
高 

齢
の
方
に
多
く
み
ら
れ
る 

病
気
で
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
は
、
症
状
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
病
気
に
よ
っ
て
原
因
が
異
な
り

ま
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
様
症
状
が
生
じ
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
は
、
脳
血
管
性
疾
患
（
脳
梗
塞

な
ど
）
、
頭
部
外
傷
（
慢
性
硬
膜
下
血
腫
）
、
特

発
性
正
常
圧
水
頭
症
、
神
経
変
性
疾
患
（
多
系

統
萎
縮
症
、
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質

基
底
核
変
性
症
な
ど
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

似
た
よ
う
な
症
状
を
示
す
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
は
脳
の
ド
パ
ミ
ン
神
経
細
胞
が
減
少
し
、
筋

肉
の
運
動
を
調
節
す
る
ド
パ
ミ
ン
が
少
な
く

な
る
こ
と
が
原
因
で
す
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症

候
群
と
さ
れ
る
病
気
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
不
足
し

て
い
る
ド
パ
ミ
ン
の
補
充
で
症
状
の
改
善
が

み
ら
れ
ま
す
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
で
は

十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
向
精
神
薬
や
胃
腸
薬
の
一
部
に
は
体

内
の
ド
パ
ミ
ン
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
が
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
薬
剤
の
副
作
用
と
し
て
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
様
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
の
治
療
は
原
因
と
な
っ
て

い
る
病
気
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

【
薬
剤
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
の
治
療
】 

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
原
因
薬
を
中
止
す
る
と
数
か
月

～
半
年
程
度
で
症
状
が
改
善
し
ま
す
。 

薬
剤
を
中
止
す
る
場
合
は 

必
ず
医
師
の
指
示
に
従
い
、 

自
己
判
断
で
突
然
薬
を
や
め 

た
り
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と 

の
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

  

 

【作り方】 

➀鍋に漬け込み液を入れ、一度沸騰させ冷ましておく。 

②ししとうはさっと洗ってから、へたの先を切り落とします。破裂

防止のため包丁の切っ先で 1～2 ヶ所ずつ穴をあけておきます。 

➂フライパンに油を少々入れ中火で熱し、熱くなったらししとうを

入れて少し火を弱めます。 

④箸で焼く面を変えながら、焼き色がついてしんなりするまでしし

とうに火を通します。2～3 分くらいが目安です。 

⑤冷ましておいた漬け込み液にししとうを入れ冷蔵庫で 30 分くら

い置き、器に盛ってかつお節を散らしたら完成♪ 

【材料 2 人分】  

ししとう・・15～20本、かつお節・・お好みで 

水・・100ｍｌ、しょうゆ・みりん・・各大さじ1、 

かつおだしの素・昆布だしの素・・各小さじ1/2 

 

 

ししとうの焼き浸し 

 

ピーマンよりも豊富な栄養素で免疫力 UP「ししとう」 

＜豆知識＞ 

ししとうは 10 本に１本くらい辛いものがあります。

全体的に茶色や黒っぽいもの、皮にツヤがなくシワっ

ぽいもの、よじれているものは辛いかもしれません。 

漬
け
込
み
液 

●●● ●●● 


